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 
本研究の目的は､ 退院後､ 地域で生活している虚血性心疾患患者が病気と向き合いながら､ どのように生活マネジメ
ントをおこなっているか明らかにし､ 生活の中の療養を支える看護の示唆を得ることである｡ 生活マネジメントは､ 患
者が主体となり､ これまで生きてきた経験をもとに､ 身体状態と現在の生きている状況を認知し､ 目標を実現させるた
めに療養行動を取り入れ､ 役割への葛藤や療養行動を取り入れることの難しさ､ 社会生活と療養との関係の中で悩みな
がら､ 状況の認知・目標・療養行動を繰り返し､ その人が望む生活をみいだしていくプロセスと考えた｡ 同意の得られ
た虚血性心疾患患者11名を対象に､ 因子探索型研究方法を用いて半構成的面接を行い､ 得られたデータを質的帰納的に
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ことを明らかにし､ ｢マネジメントはプロセス
であり､ 生活をもとに目標に向かって取り組む
行動である｣ と述べている｡ 黒田ら８)は､ 虚血
性心疾患患者の生活管理意識について､ ｢自ら
の健康や安寧を維持して行くために満たさなく


















































































































の４つの局面が抽出された (表２)｡ 以下､ そ
れぞれの局面､ カテゴリーについて説明し､ 本





















Case 性別 年齢 病 名 療養期間 合併症 家族 仕事
A 男 40代 陳旧性心筋梗塞 半年 高血圧 あり あり
B 男 60代 狭心症 ２年 脳梗塞､ 高血圧 なし なし
C 女 60代 狭心症 ３年 脂質異常症 あり あり
D 男 50代 不安定狭心症 半年 糖尿病 なし あり
E 男 60代 狭心症 １年４ヶ月 高血圧､ 脂質異常症 あり なし
F 男 60代 陳旧性心筋梗塞 １年 高血圧､ 糖尿病 あり あり
G 男 50代 陳旧性心筋梗塞 ２年 高血圧､ 脂質異常症 あり あり
H 男 60代 陳旧性心筋梗塞 半年 脂質異常症 あり あり
I 男 50代 陳旧性心筋梗塞 ７ヶ月 なし あり なし
J 男 50代 陳旧性心筋梗塞 ３年 高血圧､ 脂質異常症 あり あり







































それがなくなるね｡ 寝れん｡ ２, ３時間寝たら
目が覚めるでしょ｡ もう寝れん時がある｡ その
間にこう動悸がするときもあればね､ 寝れんし
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